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Amoxycillinは 英 国Beecham研 究 所 で開 発 さ れ た

新 しい半 合 成 ペ ニ シ リン であ る。 好 気 性 菌 に対 す る抗 菌

スペ ク トラム お よ び抗 菌 力 はAmpicillinと ほ ぼ 類似 し

てい るが,経 口投 与 後 の血 中 濃 度 はAmpicillinの 約2

倍 に達 す る と言 われ て い る。

私 ど もはAmoxycillinの 嫌 気 性 菌 に対 す るin vitro

での 抗菌 作 用 お よ び接 種 菌 量,培 地 の 種 類,培 地 のpH

がAmoxycillinの 抗 菌 力 に及 ぼす 影 響 に つ い てAm-

picillinと 比 較 しな が ら検 討 した。

実 験 材料 お よ び 方法

供 試 菌 株:教 室 保 育株 と臨床 分離 株 を用 い た( Table

1)。 教 室 保 育 株 に は, ATCC,パ ス トー ル研 究 所,DR.

REINHoLD(東 独),DR. BARNEs(イ ギ リス), VPI(ア

メ リカ)か ら分 与 され た株 が 含 まれ てい る。

臨床分離株は,最 近2年 間に当教室 お よび順天堂大学

医学部中央検査室で分離 され,当 教室 で同定 された もの

で ある。いずれの菌株 もGAM半 流動高層培地 で約1ヵ

月 ごとに継代 された。

供試培地:増 菌用には,GAM液 体培地 を用いた。 ま

た薬剤感受性測定用には,GAM寒 天培地(日 水)を 用

いた。薬剤感受性測定用培地 のちがいに よるMICの 変

動 の検討には,Liver veal寒 天培地 (Difco), Brucella

Table 1 Organisms used
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寒 天 培 地(BBL)お よび Brain heart infusion寒 天

培 地 も用 い た。 これ らの培 地 には 凍 結 融 解 して 溶 血 した

市 販 脱 線 維 家 兎 血 液 を5%の 割 に添 加 した 。GAM寒 天

培 地 は血 液 を 添 加 しな か つ た 。

供 試 薬 剤:Amoxycillin(以 下AMPCと 記 す)Am-

Picillin(以 下ABPCと 記 す)は,協 和 醗 酵 か ら供 与 さ

れ た も のを 供 試 した 。AMPCとABPCを 滅菌 蒸 留水 で

溶 解 し,1000mcg/ml溶 液 を 作 成 した。 これ らの溶 液 を

適 宜 滅 菌蒸 留水 で希 釈 して用 い た 。

抗 菌 力 の測 定:AMPCお よびABPCの 供 試 菌株 に対

す る 抗 菌 力 は,寒 天 平 板 希 釈 法 に よつ た 。GAM寒 天培

地 に2倍 階 段 希 釈 した薬 剤 を最 終 濃 度 が100nmcg/mlか

ら0.19mcg/mlに な る よ うに 加 え て 平 板 と した。20～24

時 間 培 養 の 菌 液 を 滅 菌 した0.05%Yeast extract水 で

Mc FARLAND番 号1～1/2に な る よ うに 希 釈 し(こ の時

の 生 菌 数 は105～106/mlで あ る),多 目的 アパ ラ ッ ツ ス

で 点 状 に接 種 した。37℃ で24時 間 嫌 気 培 養 後,菌 の 発

育 の 有 無 を 肉 眼 で観 察 して判 定 した 。

嫌 気 培 養 法:嫌 気 培 養 法 は スチ ー ル ウー ル 硫 酸銅 法 で

CO,10%,N2 90%ガ ス環 境 下 で行 な つ た 。

実 験 成 績

1) 教 室 保 育 株 に 対 す る抗 菌 作 用

保 育株 に対 す るAMPCの 抗 菌 作 用 をABPCと 比 較

した 成 績 をTable 2に 示 した 。

グ ラ ム陰 性桿 菌 に対 してAMPCはBacteroides fra-

gilis, B. melaninogenicus, Fusobacterium variumを 除

く菌 種 に3.13mcg/ml以 下 のMICを 示 し,ABPCと

ほ とん ど同 じ抗 菌 作 用 を もつ て い る。 Bacteroides fra-

gilisは6株 中5株 まで が12.5～25mcg/mlのMICを

示 し,ABPCと 同 様 にAMPCに 対 して も比 較 的 耐 性

を 示 した 。Fusobacterium varium(B-1083)は,AMPC

に対 して100mcg/mlに 耐 性 を 示 した 。

グ ラム陽 性 桿 菌 で あ るEubacteriumとClostridium

では0.19mcg/ml以 下 のMICを 示 し,ABPCに 比 し

2～8倍 強 い 抗 菌 作 用 を もつ て い る。

嫌 気 性 球 菌 で あ る Peptmms, PeptostrePtececcus,

Veillonellaお よび Acidaminococcusで は, Peptostre-

ptococcus anaerobius (B-38), Peptostreptococcus sp.

(B-43)の2株 を 除 くす べ て の 菌種 がABPCと 同様 に

AMPCに 対 して0.19mcg/ml以 下 のMICを 示 し,

両 者 の抗 菌 力 の 差 は 認 め られ な い。

2) 臨 床 分 離 株 に 対 す る抗 菌 作 用

臨 床 材 料 か ら分 離 した嫌 気 性 菌(119株)のAMPC,

ABPCに 対 す る感 受 性 分 布 を み た。Table 3は,Ba-

cteroides, Fusobacteriumに 対 す る 抗 菌 作 用 を 示 す 。

Bacteroides fragilisは,14株 す べ て がAMPCに 対 して

3.13mcg/ml以 上 のMICを 示 し,菌 種 が 同定 され てい

な いBacteroidesは5株 全 て が,0.39mcg/ml以 下 の

MICを 示 した 。B. fragilisss. fragilisの1株 はAM-

PC,ABPCの 両 薬 剤 に100mcg/ml耐 性 で あ つ た。

Table 2 Antibacterial activity of AMPC 
and ABPC against anaerobes 

(reference strains)
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Fusobacteriumは35株 中33株 がAMPCに 対 してl.56

mcg/ml以 下 のMICを 示 し,残 りの2株 は12.5mcg/

mlの MICを 示 した 。

Table 4は, Peptococcus, Peptostreptococcusに ご対 す

る抗 菌 作 用 を 示 す 。 Peptococcusと PePtostreptmms

の72株 全 株 が0.78mcg/ml以 下 のMICを 示 し,そ の う

ち60株,約84%ま で が0.19mcg/ml以 下 のMICを 示 し

た 。ABPCと の 抗 菌 力 の 差 は ほ とん ど認 め ら れ な い 。

Table 3 Antibacterial activity of AMPC and ABPC against Gram-negative rods 

isolated from clinical material

Table 4 Antibacterial activity of AMPC and ABPC against anaerobic 

Gram-positive cocci isolated from clinical material
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3) MICに 影 響 す る因 子 に つ い て

(1) 接 種 菌 量 に よ るMICの 変 動

Bacteroides fragilisss. fragilis (Ju-13), Fusobac-

terium necrophorum(岐-3), Peptmccus anaerobius

(B-40)お よび Peptostreptococcus anaerobius (B-38)

の4株 の24時 間 培 養 菌 を 希 釈液1)で1mlあ た り 1010～

104生 菌 数 の菌 液 を 作 成 した 。

Fig.1に 示 す とお り, AMPC, ABPCと もに1mlあ

た り108～106生 菌数 で はMICに 影 響 を及 ぼ さ ない 。

(2) 培 地の種類に よるMICの 変動

GAM寒 天培地,5%家 兎血液加Brsccella寒 天培地,

5%家 兎 血液加Liver veal寒 天培地お よび5%家 兎愈

液加Brain heart infusion寒 天培地を用 い て,そ れ

ぞれの培地 における保 育株26株 のMICを 比 較 した成 績

をTable 5に 示す。

26株 中13株 は0.19mcg/ml以 下 のMICで4培 地 に

おけるMICは 一致 した。不 一致の13株 につ いてみると

5%家 兎 血液加Liver veal寒 天培地におけ るMICは

最 も高 く,5%家 兎 血液 加Brain heart infusion寒 天

培地 でのMICは 最 も低 く現われた。GAM寒 天培地 と

5%家 兎 血液加.Brucella寒 天培地 ではそ の中間を示 し

た。

(3) 培地pHの 差異に よるMICの 変動

滅菌後培地pHが,6.5,7.5お よび8.0に な るよ う

に調整 したGAM寒 天培地を用いて,培 地pHに よる

MICの 変動 を検討 した。Table 6に 示す とお り,教 室

保育株10菌 種においてpHの 差異に よるMICの 変動

に一定の傾向は認め られなかつた。

考 按 と 結 果

以上の成績か ら,AMPCはABPCと 同様に,グ ラム

陽性 ・陰性の嫌気性 菌に広 い抗菌 スペ ク トラムを持つ。

そ の抗菌 力について もABPCと 同 じかやや優れる成績

を得 た。す なわち嫌気性球菌の大部分に対 して0.39mcg

/ml以 下 のMICを 示 し,嫌 気性桿菌に対 して もBacte-

roides fragilisと 一部 のBacteroides melmimgenicus,

Fusobacterium variumを 除 き,3.13mcg/ml以 下 の

MICを 示 した。

Bacteroides fragilisはABPCに 対 して比較的耐性

を示す ことが知 られてい る。JAY2)ら に よると,ABPC

にはB.fragilis 40株 中 の50%が12.5mcg/ml以 上の

MICを 示 している。

SUTHERLANDら3)に よると,B.fragilisの1株 はAM-

PCに 対 して25mcg/mlのMICで あつた。本実験 でも

B.fragilisの 多 くはAMPCに 対 して3.13mcg/ml以

上 のMICを 示 し,そ の ピー クは12.5mcg/mlに ある。

B. fmgilisに は5つ の亜種が あるが,こ れ らの成績は

使用 した4つ の亜種すぺてに共通す る現象であつた。

AMPCの 抗 菌力は,他 の半合成ペ ニシ リンABPC,

SBPC4)と 同様に1mlあ た り108～106生 菌数 の 間 で は

まつた く接種菌量の影響を うけない。

しか し使用培地に よつてはMICは 変動す る。Liver

veal寒 天培 地 で のMICが 最 も高 く現 われ,Brain

heart infusion寒 天培地でのMICは 低い。

培 地pHのMICに 及ぼす影響については,NEUら5)

のE.coliを 用いた成績の よ うに酸性側で抗菌力が強 く

現われる現 象はみられ なかつた。 しか し嫌気培養中にか

な り培 地pHが 変動す ることがわかつてい る。 この問題

は検討 中である。

本剤はin vivoで の実験に よ り,血 中濃 度がABPC

の2倍 に達す る ことが報告 されてお り3),嫌 気性菌感染

症に対 して もABPC以 上の効果を期待す ることが でき

る と考える。

Fig. 1 Influence of inoculum size on MIC 

of AMPC and ABPC

AM PC

AB PC
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Table 5 Influence of medium on MIC of AMPC

Medium and MIC (mcg/ml)

* plus 5 % leaked rabbit blood

Table 6 Influence of pH on MIC of AMPC
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ACTIVITY OF AMOXYCILLIN ON STRICT ANAEROBES 

KUNITOMO WATANABE, IZUMI MOCHIZUKI, KEIU NINOMIYA, KAZUE UENO 

and SHOICHIRO SUZUKI 

Department of Bacteriology, Gifu University, School of Medicine

Amoxycillin had a broad spectrum of antibacterial activity similar to that of ampicillin against 

anaerobic bacteria. 
Many strains of anaerobic cocci were sensitive to concentrations of 0. 39 mcg/ml or less. Almost 

strains of anaerobic rods were sensitive to concentrations of 3. 13 mcg/ml or less. 

Bacteroides fragilis were relatively insensitive to amoxycillin as well as to ampicillin.


